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2.研 究 のね らい ・目的

東南アジアの熱帯多雨林生態系 は、世界でももっとも豊かな資源を有 している。その中にあ

って、人 々はどの ように資源を とらえ、生か してきたか、その実態については、案外不明な部

分が多い。本年度は、 この地域におけるモノとヒ トの相互関係性について過去にさかのぼ って

研究をお こなった。

3.平 成6年 度 の研究経 過

4月23日[於 京都市]合 同研究会(荻 野班と合 同)

「r地 域 と生態環塊』平成6年 度研究計画 について一平成5年 度に展開 した研究経

過 と本年度の研究 目標一」(荻 野和彦)

rr地 域 と生態環境』に関連す る国際学術研究計画を企画立案するために」(若月

利之)

9月10日,11日[於 金沢市]

「世界の中の東南アジア」(山 田勇)

9月27日 ～29日[於 岡山県津山市]研 究会の打 ち合わせ

「院ノ荘林業の見学」

「海か ら見た森林資源」(遅 沢克也)

3月28日 ～30日[於 三重県志摩郡 あご町]「 熱帯多雨林生態系の人 と自然」第二回研究会

「植民地支配 と森林」(増 田美砂)

「熱帯雨林の修復実験」(山 倉拓夫)

「森林問題を通 じての世界 と地域性にっいて一 ヨーロ ッパ、 日本、東南アジアの比

較を通 じて一」(村 尾行一)
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山田は、世界の中での東南アジアの位置づけを、まずおこない、その中での資源の動 きにつ

いて、総括的な討議をおこな った。

増 田は、東南 アジアにおける熱帯多雨林帯 としてボルネオ島をとりあげ、森林資源をめ ぐる

開発の展開 と地域社会に与えた影響について、イ ンドネシア側 とマ レーシア側の相違を比較す

ることを目的とし、今年度はサラワクにおける植民地期の文献研究を行 った。

ブル ック家統治下のサラワクにおける輸出品 目は、非木材林産物 と農産物、それに鉱物の三

者か らなっていた。主要輸出農産物 はサゴ澱粉 に一時期ガ ンビールが加わ り、20世 紀に入 ると

コシ ョウ栽培が拡大 した。また19世 紀末には輸 出総額の4割 に迫 っていた林産物の内訳は雑多

な非木材林産物、とりわけ樹脂 ・野生ゴム類で占められていたが、ブラジルか らパ ラゴムが導

入 され ると、その地位 は急速に失墜 した。 しか し 「白人の王」による統治という特異性ゆえに、

欧米 資本 によるプランテーシ ョン経営は大規模 には展開しえず、農林産物両者 に共通す る採取

生産か ら栽培へ とい う流れの担い手は、いずれ も山地や沿岸部に住む人々であった。中国系の

移民 は、客家が主に鉱物資源の開発に従事す る一方、福建や潮州系の人々は流通を支配 し、海

と山、そ して両者をつな ぐ唯一の交通手段であった河川に対 して、マ レーやムラナ ウ、イバ ン

やダヤク、そ して中国系商人三者の間に一種の棲み分 けがなされた。

次 々と市場が開けてはまた衰退す るという天然林産物の品 目の交替や商品作物の導入は、他

方でブル ック統治下 に展開 した人 口移動 のダイナ ミズムともつなが ってゆ く。すなわち、ジェ

ル トンや グッタパーチ ャやそれまで人 口の空 白地帯であった低湿地へ と人 々を誘い、ゴム栽培

の展開はそれ らの土地への定住を促 した。 こうした変化の波に もっともうま く適応 していった

のがイバ ンであった。

しか し20世紀後半になって非木材林産物の市場が栽培作物や合成品の代替によってほぼ消滅

す ると、かつては輸 出経済の重要な担い手であ った山に住む人々の存在意義は急速 に薄れ、さ

らに木材が石油に次 ぐ重要な輸出品 目として登場 し、それ らの加工産業振興のために電源開発

が推進 され るようになると、山に住む人 々はむ しろ開発の障害物に しかな らず、 こうした著 し

い変化がイン ドネシア側に見ない激 しい伐採反対運動を引き起こしていったのだと増田は考え

た。

遅沢は、海と森の関連を考察するにあたって、イン ドネシア南スラウェシ州のブギスの大型

帆船(ピ ニ シ)を 事例 として取 り上げ、その建造技術 と船材の収集ネ ッ ト・ワークにつ いて報

告 した。イン ドネシア海域世界では ピニ シを駆使 した海洋交易が盛んであるが、南 スラウェシ

州南端の ビラ周辺 はこの木型帆船の建造が盛んで、 ここに東南ス ラウ ェシ、 マル ク、 イ リア
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ン ・ジャヤ各地か ら船材が集積 している。こうした具体的な材 と人の流れを追跡す ることを通

じて、東部イ ン ドネ シア海域世界の地域特性を描 くことが検討 された。同時に、こうした地域

特性を生か した形での熱帯林問題 の解決案 として、船材供給 を主 眼とする森林開発の可能性が

議論された。

山倉は、 フタバガキ林の森林の成育状況 と、植林による生態系修復の可能性について実地に

仕事を始めている。 さらに村尾は、 日本、 ドイツ、東南アジアの林業の現状を木材の新 しい流

通経路を通 じて分析 し、木材産業 を中心 とした世界の動きについて言及 した。

関連す る国内調査 としては、 日本の木材関連企業の中で も、 もっともユニークな活動をお こ

な っている岡山県の院 ノ荘林業を見学 した。現在、 日本の木材価格は低迷をつづ けているが、

その中にあ って、集成材を中心に した新製品の企画 と、海外 にもニュージーラン ドに造林地を

もち、積極的に木材資源の多様的活用をはか る企業の実態は、今後の東南アジアの木材関連企

業の活動に、ひとつの ヒントを与えうる。すなわち、材のきわめて集約的なとりあつかいと、

地域の市場の動向を的確に把握 し、新 しい動 きにすばや く対応する姿勢 は、特に重要である。

そのほか、奈良県八木における小型林産物の集約的な取り扱いの調査や、瀬戸内海沿岸の木造

船の建造な らびにオ ビ林業の調査がおこなわれた。

関連する海外調査 としては、文部省の海外学術調査やJICAの 調査の一環と して、マ レー シア、

イン ドネシァ、ブルネイなどの調査をおこな った。とりわけ、イ ン ドネ シアでは、ボルネオ島

の東カ リマ ンタンにおいて、低湿地のマングローブ地帯から最上流部の山岳地帯にまで川沿い

に住民 とその生業 につ いて、調査をおこない、材木や小型林産物 の収集 と販売ルー トについて

の実態調査をお ごなった。その結果、小型林産物については、かつてのダマールを中心 とす る

樹脂類は、ほとん ど市場性を失い、現在 もっとも価値あるものは、沈香、ツバ メの巣 と金であ

ることが判明 した。 この ことについては4.で 詳 しく述べ る。また、ブルネイやマ レーシアに

おける早成樹種の植林の実態調査 、オイルパームやカカオ栽培へのイン ドネ シア各地か らの人

々の流入の問題、 フタバガキ林の伐採 にともなう人の動きな どについて、調査をおこなった。

4.研 究 の成果 と フロンティア

本年度の研究の主だ った成果は、 これまで漠然 としかとらえ られなか った熱帯多雨林生態系

の中での ヒ トとモ ノの動きが明 らかにされたことである。地元の人にとって重要 な産物である

沈香を例に取 りあげてみよう。

沈香は、東南ア ジアの小型林産物を代表す る高価な香木である。この原産地は、中国南部か
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らイ ン ドへかけての東南アジア、南アジア大陸部と、フィリピン、マ レーシア、イ ン ドネ シア

の島嗅部東南アジアである。沈香の歴史は古いが、今 なお沈香は金やツバ メの巣 と共に もっと

も重要な交易品の ひとつである。その生育地か らはじまり、世界の主要な市場 にまで どの よう

に沈香は動いてい るのだろうか。

ボルネオの中央部、マ レー シアとイン ドネシアの国境地帯 は、今や東南ア ジアの沈香の一大

中心である。人々は沈香を産する森へ入 り、一本一本沈香成分があるか どうかをチェックして

い く。そ して、ないものはそのままにし、あるものは、切 り倒 して、沈香部分をとってい く。

この作業は、カ リマンタ ンの大河の上流域にすむ人々によって、長 く行 われて きた。彼 らは3

～4人 が1グ ループとな り、一人15kgか ら20kgの 米をせお って、森に入る。キ ャンプを川 の近

くに設定 し、そこか ら毎 日、森へかよう。その時は一人一人がバ ラバラになって単独行動を と

る。一 日森の中を歩 き、みつかった沈香は、キ ャンプへ もって帰 り、夜 ナベ仕事で、さらに、

純沈香部分だけを小刀でけず ってい く。 この間に、副食用の狩 りをする。イノシシ、シカ、サ

ル、魚などをとる時間もかな り多い。かれ らの多 くはク リスチ ャンになっているので、 日曜 日

は原則 として休む。そうでないととて も体力が もたない くらいの重労働であるとかれ らはい う。

3週 間ほどで米が無 くな り、収穫物をもって帰 る。 自分の村には、沈香を買 って くれる中国人

の仲買人がいる。沈香は高級品か ら下級品まで、何階級かにわけられて、はか りで重 さをはか

り、何度 も値の交渉をへて、中国人にひきとられる。 これらの中国人 は、沈香の産地に近い村

々にネ ッ トワークを持 っている。一部資金を沈香採 りの村民に前貸 しして、半専属的な契約を

結ぷ ように しくんでいる人 もいる。 しか し、20日 間森へはい ったか らといって、確実に収穫が

あるとは限 らない。時にはほんの数キロしかとれないこともある。 このあた りで、 もっとも優

良品はキロ当た り100万 ル ピア(約5万 円)で あ るが、優良品はほとん どな く、二、三等級品

が多い。4人1グ ループの20日 間森へ入った収穫は、150万 ル ピア前後であった。労働の厳 しさ

のわ りに、収入は少ないので、若い人は、沈香をとりにいきたが らない傾向にある。それにな

によりも資源 としての沈香が枯渇 しつつあるのだ。

カ リマ ンタンでは、現在、沈香採取の中心は、西カ リマンタ ンか ら東 カ リマ ンタンの上流域

にうつ っている。東カ リマンタンからマ レーシア側の森林伐採キ ャンプに入 っている伐採従事

者が片手間に沈香を とっていて、それが国境を越えて、イ ン ドネ シア側へ もちこまれ、川を下

って、サマ リンダやタラカンに集積 され、そ こか ら、 ジャカルタへ送 られる。

ジャカルタのコタ近 くでは、中国人やアラブ人の業者が、カ リマンタンだけでな く、スマ ト

ラのパカンバル、スラウ ェシ、マルク、イ リアン ・ジ ャヤ等か らの荷を うけとり、 シンガポー
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ルに送っている。一部は直接台湾やホンコンへお くるものもあるが、東南アジアの沈香売買の

中心地はシンガポールである。

シンガポールの旧空港 に近い倉庫 ビルの中に、沈香をあつか う大きな店が並んでいる。沈香

は一部が香油 として加工 され るが、大部分は、そのままの形で取引され るので、商売 としては、

極めて単純な取引である。シンガポールの業者は、ベ トナム、ラオス、カンボジア、イ ン ドネ

シアな どか ら送 られてきた沈香を選別 し直 し、その70%を ア ラブ諸国に売る。残 り30%の 下等

品がホンコンや台湾に送 られ、線香や薬 となる。

中国人が中心 となるのは、 シンガポールまでである。 シンガポールとアラブの仲立ちをす る

のは、バ ングラデシュとアラブの商人である。かれ らは、つねにシンガポール とアラブの間を

いききして、沈香をはこぶ。アラブ商人は金をもっていて、買いっぷ りがいいが、バ ングラデ

シュの商人は、安物をさらにねぎって買 うので、あま り歓迎 されない。 しか し、バ ングラデシ

ュの沈香 とりひきの歴史は古 く、250年 にわた って、アラブ との商売 をや ってい るグループが

あるといわれ る。

何代 にもわたって、商売を している人の意見では、昔に くらべ ると沈香の質がおちて きたと

いう。現在 イン ドネシアか ら全沈香の70%が 入 ってきているが、品質はよ くない。イ ン ドネ シ

アで も、カ リマンタ ンか ら徐 々に西イ リアンに中心が うつ っていっていて、品質はさらにわ る

くな りつつ あるという。

そ こででて くるのが植林の発想である。東 カ リマ ンタ ンで も、何人 もの業者が植林の可能性

を考えていた し、中には、稚樹をあつめて、すでに数ヘクタールの植林をお こなっている業者

もいる。 しか しまだは じめたばか りで、木は小 さく、 しか も、沈香成分が うま くでて くるか ど

うかは不明である。

沈香業者の何人かはすでに、転職を考えは じめている。す くな くとも将来的に明るい見通 し

はもっていず、エ ビの養殖やツバ メの巣を兼業にしている人 もいる。

マ レーシアでは、1970年 代に、沈香をとりす ぎたといわれている。少な くとも、沈香の商売

がな りたつのは、同じボルネオで も、イン ドネシア側であ り、クチンでは、 ほとん ど商いがで

きない。

また歴史的に、サ ラワクとイン ドネシアにおける植民地期の森林産物をめ ぐる開発 と、地域

社会に与えた影響 につ いて、増 田は文献研究をお こない、小型林産物の品 目の歴史的な推移 と、

それを とりあつか う中国人、ムラナウ、イバ ンなどの人 々のすみわけ状態、そ して、その小型

林産物の取引が森林 自体の開発に及ぼす影響などについて調べた。
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これ らの研究の過程において、明 らかになったのは、東南ア ジアの熱帯多雨林世界の中心 と

もいうべ き、ボルネオを中心 に産する小型林産物をめ ぐって、いかに人 々がダイナ ミックに動

いて き、かつ、現在 も動 いているか という事実である。とりわけ、資源 というモノが、人の手

によって採集されて、川を下 り、海を渡 って、最終的には、アラブ世界や中華世界へ到達する

道筋が解明された こと、そ してその間には地元の土着民には じまって、 中国人、マ レー人、バ

ングラデ シュと湾岸諸国のモス リムまで、国境 と宗教 と人種のワクを越えた世界が展開す るこ

とが明らかになった。沈香だけを取 り上 げて も、すでに250年 にわたる歴史があったのである。

2年 間にわたる研究計画では、初年度では、東南ア ジアの生態系の特徴を地球的視野か ら検

討 し、本年度は、その中で動 くヒ トとモ ノの世界を見通 した。また、歴史的な検証 もおこなっ

てきたが、 この点は さらにイ ン ドネ シア側でつめる必要がある。

ここで、新たに浮かんで くるのが、こういった東南 アジアの熱帯多雨林世界で見 られ る現象

が、 どれだけ特異的であるのか、あるいは、世界の どこにで もみ られる現象なのか という点で

ある。ボルネオでの事例を、今後、世界の異 なった生態系において検証す る必要が生 じて くる。

2年 間の成果は、平成7年 度中に各分担者がまとめて、重点研究報告書 シリーズで出版する

予定である。

5.今 後 の課題

今年で重点研究公募班 としての研究活動は打ち切 りとなるが、各分担者は、それぞれの科研

費やJICAの 資金によって、 これまでのテーマをさ.らに掘 り下げてい く予定である。 とりわ

け、地球上における比較研究 の視点は、重要である、アフリカ、雲南、北欧、北米 と南米の主

要な森林生態系において、平成7年 度よ り3年 間にわたって、比較研究を文部省の海外学術調

査によってお こな うことが内定 している。 この調査によって、この重点研究でおこなった研究

テーマが、類似地域 との比較的な視点を加え ることによ り、 より鮮明になることが期待できる。

6.研 究 業 績(平 成6年 度 発 表 分)

山 田 勇

「緑 の宇宙一熱帯 の森の植物 たち」r植 物の世界』朝B新 聞社(共 編),23:32.1994。

「緑 の宇宙一熱帯 の森の植物 たち 熱帯植物 マンダラ」 『植物の世界』朝 日新 聞社,23:54-59.

1994.

「熱 帯の森と人」 『植物の世界』朝 日新聞社(編),3532p.1994.

「東 南ア ジァの森 と人」r植 物の世界』朝 日新 聞社,3532p.1994.
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"Comparative eco -cultural studies of the way of living in the forests of Malaysia and 

  Amazon" International Symposium of Tropical Rain Forests in a Global Greenhouse (Ehime) 1994. 
"Rivers
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